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FISITA横浜2006で自動車関連技術を出展

Automobile-Related Technology Exhibited at FISITA Yokohama 2006

FISITA※１（国際自動車技術会連盟）は 1947年にパリで開催された国際自動車会議を契機に，1948年にフランス
自動車技術会が中心となって設立された国際機関です．現在では世界 35カ国，37自動車技術団体約 170 000名を擁す
る自動車技術に関する代表的な機関とされています．また，1947年以来世界各国で 2年に 1回開催されている自動車
技術に関する国際会議で，2006年横浜大会は 1976年以来 30年ぶりの日本開催でした．
FISITAには，世界の主要なカーメーカと自動車関連企業 30数社が参画し，当社も参画しています．FISITA2006

展示会は，論文発表講演会に併設された展示会です．「持続可能な自動車社会を支える先端テクノロジー」をテーマに

2006年 10月 23日から 26日までパシフィコ横浜で開催されました．当社は論文発表講演会と展示会に参加し，当社
展示会では発表論文の紹介とステアリング，駆動，軸受などの新製品・新技術の紹介をしました．

展示会場には世界各国から 4日間で約 5 500名のお客様が来場しました．また展示製品トルセンツインデフが，オー
トモーティブテクノロジーWEB報道記事でも紹介され，今回の FISITA2006展示会を通じて当社の高い技術力を認
識いただきました．次回の FISITA開催は，2008年ドイツ，ミュンヘン市の予定です．

1．FISITA2006 展示会の概要

期 　 　 間：2006年 10月 23日～ 26日（4日間）
会 　 　 場：パシフィコ横浜

主 　 　 催：社団法人自動車技術会

会 場 面 積：約 1 200m2

出展会社数：47社
入 場 者 数：約 5 500名

2．当社の論文紹介

１） 電動パワーステアリング（EPS）と車両安定化制御
（ESC）との協調制御

２）ステアリング用評価シミュレータの開発

３）高効率デフ用超低トルク円すいころ軸受の開発

４） DLC‒Siおよび硬質薄膜のAWDカップリング
　　フルード中における摩擦摩耗特性
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3．当社の展示品

１） ステアリング製品展示
・先進操舵操置 SBW
・高出力コラムタイプ EPS
・E-VGR※２一体型ラック同軸 EPSなど

２） 駆動・軸受製品展示
・ハブドライブシャフトモジュール

・電子制御 4WDカップリング
・トルセンディファレンシャルなど

※１　FISITA：The Fédération Internationale des Sociétés d'Ingénieurs des Techniques de l'Automobile
 （The International Federation of Automotive Engineering Societies）
※２　E-VGRは（株）ジェイテクトの登録商標です．


